















































































































の中で、 「社会化は生涯を通じですすめられる J [Parsons.1951=1974:211] 












している[柴野，1977:19 J 0 また、安藤の定義によると、 「個人の社会化は、
他者との相互作用を還して社会に適合的な行動様式を習得するという適応過程
の側面だけではなく、自ら主体的に社会化していく能力を獲得し、人間らしい

































社会で認められず、その後の課題の達成も困難になってくる J [Havighurst， 























































































































































































































































































































1964 r親子関係と子どもの社会化一文化の観点からー J、 『教育
社会学研究J19集、日本教育社会学会、 2)佐蔵カツコ 1970 r家族
におげる子どもの社会化に関する一考察ーベールズ相互作用分析によ
る親子関係の分析ー」、 『教育社会学研究J25集、 3)佐藤カツコ
1976 r親子関係と子どもの社会化J、 『教育社会学研究』第31集、 4) 
野々山久也 1976 r現代家族と子どもの社会化J、 『桃山学院大学社
会学論集』第10巻、第 1号、 5)倉重和枝 1981 r海外赴任と子ども
の社会化J、 『家族研究年報JNo.7、家族問題研究会、などである。
( 2 )例えば次のような研究がある o 1)青井和夫 1976 r社会化再考」、
『教育社会学研究J31集、日本教育社会学会、 2)柴野昌山 1976 
「青年期の教育と社会化」、 『教育社会学研究J31集、 3)片瀬一男
1983 rE.H.エリクソンにおける二次的社会化への視点ーライフサイ
クル諭の意裂をめぐって一」、 『社会学評詣』第34巻、 3号、 135号、
4)萩原元昭 1971 r成人期社会化序説」、 『群馬大学教育部紀要
人文・社会学編』第21巻、 5)渡辺秀樹 1980 r社会化とライフサイ
クルJ、青井和夫他領、 『家族と地減の社会学』、東京大学出版会。
( 3 )再社会化 (re-socialization)や成人期社会化 (adult-socialization)
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準備性を確保しているのである J (傍線引用者) [Erikson， 1964=1976 
:237・238)0 
(11) Burgess，E.W.，1926 1he FalU'i， 訳の引用は森照清美「家族関係の科
学」、森岡清美 1973 r新家族関係学』、 P.10による。
(12 )次のような研究が取りあげられる。 1)Straus，H.A. ，1962 “Conjugal 
Power Structure and Adolescent Personality" ， Marrialte and the 
Fa.ily Livin!， 24: 1、2)本村汎・斧出節子 1987 r夫婦の勢力関
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係と子どものパーソナリティ」、 『大阪市立大学生活科学部紀要』第35
巻、 3)本村汎 1969 r家族における幼児の社会化の研究一両親の
パーツナリティ特性と夫婦関係との関係においてー」、 『大阪市立大
学家政学部紀要』第17巻、 4)本村汎 1970 夫婦関係と幼児の社会
化ー情緒障害児の臨床的研究をふまえてー」、 『社会学評論A82号、
などの研究がある。
(13 )このような研究として取りあげられるのは、 1)桑畑勇吉 1970 
「“Socialzation"について」、 『大阪市立大学家政学部紀要 社会福





(14 )すなわち、 1)葉柳正 1968 母親の養育態度と子どもの人格形成
一一幼児の社会化における臨床的側面ー」、 r教育社会学研究』第23
集、 2)桑畑勇吉 1971 父親の役割と子ども社会化J、 『社会福祉
論集J (大阪市立大学)15-16、3)杉岡直人 1984 r父親関係と子ど
もの社会化」、 『北星論集』第21集、北星学園大学、などがある。
(15) a)Bossard.J.H.S. and Ball.E.S. 1950 “Fa皿ilyRitual and the 
Family Cycle" • &itual and Family Living :ch.7 b)Blood.R.0.1960 
Husbands and Wives:The Dyna皿icsof Harried Living. Free Press. 
c)Duvall，E.H. 1962 FamlY Development. Lippincot d)Hill，R.1965 
“Decision Haking and the Fa皿ilyLife Cycle" ， in Shan日iSand 
Streib(eds.)， Social Structure and the Fa皿ily Generational 
住且且旦.Prentice-Hall e)森岡清美 1973 r家族周期論』、清風館、
などがそれである。
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